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　明治時代の西洋風建築の流入から西洋文化全般と共に大衆に
広まる、日本の近代化のなかの一つの新しい概念であるといえ
る 「室内装飾」（インテリア）。住宅においてそれは趣味の領域
であり、建築家や大工だけでなく家主によって設える事が出来
るため、その人の性格が表れる点においては現代と同様である。
延いては、社会におけるその概念の変遷は社会思想と相互に関
係を持つといえる。概念の変遷、主に大正期から昭和初期まで
の室内装飾に関する思想、生産体制を把握する。その中で旧渡
辺甚吉邸がどのように位置づけられるかについて考察を行う。

研究目的

研究方法
◆室内装飾概念変遷
　「生活改善」「女性雑誌」・「百貨店」「家具」の 4つに着眼し
住宅の室内装飾の概念を追う際に「思想」「生産」という二つ
の構造からその像を捉える事が出来る。大正期～昭和初期まで
の概要を捉える。
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図１　本研究の位置づけ（筆者作成）

既往研究
◆室内装飾
・神野由紀 . (１９９９年). 「百貨店と室内装飾」. 『百貨店の文化史』
・初田亨 . ( １９９３年９月 ). 「明治・大正期における三越の家具
と室内装飾」. 日本建築学会大会 .
・新井隆治 . ( ２０１７年２月 ). 『戦前日本の家具・インテリア『近
代家具装飾資料』でよみがえる帝都の生活』. 東京 : 柏書房 .
・待鳥邦会，横川公子 .( ２０１２年 )「室内装飾における西洋風
の受容と葛藤」. 武庫川女子大学・生活環境学部・生活環境学科 .
◆女性雑誌
『主婦の友』
・尾川幸奈 . ( ２００７年 ). 「大正期～昭和前半期の『主婦の友』
における住宅関連記事について」. 日本建築学会 .
『婦人之友』
・久保加津代 . ( １９９５年 ). 「都市「中流住宅」における生活者
の住居観と住生活改善：大正期を中心とするデモクラシー期の「婦
人之友」誌の分析を通して」. 奈良女子大学 .

◆旧渡辺甚吉邸考察
基礎情報の調査を行うにあた
り、『建築土木資料集覧』や
社史を用いて各施工業者の変
遷を把握する。その上で室内
関係業者を挙げ、上記時代背
景と対比させて考察を行う。

　室内装飾の言説の初めは明治２３（１８９０）年頃であるこ
とが分かった。初期の頃は室内装飾の概念が上流階級の洋風住
宅に関する言説であった。明治３６（１９０３）年出版の『家
庭顧問』において、福田滋次郎は「奢侈に渉べからず」という
言説が最近増えてきたと述べ、続けて「装飾法といふからには、
多少奢侈の意味を含んでゐる」と述べている。（１）このことから、
この時期に豪華絢爛のイメージがあった室内装飾から、少しず
つ庶民的な家庭に対してもその概念が受容される基盤が生成さ
れていることがわかる。中には掛け軸や茶器の配置配色といっ
た和風住宅の装飾に関する記事も見られ、室内装飾はもはや洋
風住宅にのみあてはめられる概念ではなく、和洋の隔たりを超
え、遍く広まっていくことが確認できた。

第 1章　室内装飾のはじまり

　明治４２（１９０９）年６月７日付の『東京朝日新聞』の記
事にて初めて日本に登場した「生活改善」は大正期に入り、官
民の隔たり無く生活の合理化を主軸として様々な取組みが行わ
れた。住宅に関しては起居様式の批判や、安らぎの場としての
住宅の在り方や、平面の合理的計画などに関する言及がなされ
た。官の取り組みとしての「生活改善同盟会」や同盟会が開催
した「生活改善展覧会」に室内装飾に関する言説は登場しなかっ
た。むしろ簡素な形状や合理的な「改良〇〇」といったものが
多く見受けられた。（例：改良住宅、改良臺所、改良チャブ臺）

第 2章　女性雑誌の室内装飾
図 2 　室内装飾の起こり（筆者作成）

第 1節　生活改善運動

　既往研究より、女性雑誌の中で昭和初期における出版数（２）

の多さと、住宅記事の多さから以下の 3つの雑誌を選定した。
『主婦の友』大正６年創刊　　昭和２年時発行部数：約２０万
『婦女界』明治４３年創刊	  　 昭和２年時発行部数：約１６万
『婦人之友』明治４１年創刊　昭和２年時発行部数：約  ６  万
これらの雑誌目録の中から大正昭和期を中心に室内装飾に関連
する記事を抽出しその傾向を捉えることを試みた。

第２節　女性雑誌の室内装飾

明治43 1910 3 4 7 11 12

大正2 1913 （大正6年創刊） 1
大正3 1914 5

大正10 1921 8 10 12 4 5 11
大正11 1922 2
大正12 1923 4
大正13 1924 1 4 7 6
大正14 1925 7
大正15 1926 6 7
昭和2 1927 9
昭和3 1928 11
昭和4 1929 6
昭和5 1930 7
昭和6 1931 1 4
昭和7 1932 7
昭和8 1933 7 12
昭和9 1934
昭和10 1935 6 9
昭和11 1936
昭和12 1937
昭和13 1938 5

…
…

婦女界主婦の友 婦人之友

図３ 　3女性雑誌内での「室内装飾」に関する記事（数字は出版月）（筆者作成）

　3雑誌の室内装飾記事は共通して主婦の手によって扱える範
囲である手芸の延長として装飾の範疇だった。また口絵の室
内装飾の様子や、記事の内容からそれぞれの記事が対象として
いた読者層から大まかに３段階に分けられることが分かった。
「『婦人之友』は上・中流の家庭向け」（３）「『主婦の友』は女工
や女中といったプロレタリア層にもっとも読まれている」（４）

といった既往における客観的評価と照合した。
中流―上　『婦人之友』　家具窓掛による「調和」や図柄製作
中流―中　『婦女界』　　浴衣地を用いた自作の室内装飾
中流―下　『主婦の友』　帯や木綿地の代替品で装飾

第３節　昭和初期の女性雑誌における室内装飾

　女性雑誌による室内装飾に関する記事の変遷として全体を通
して昭和初期に入る頃から煌びやかな装飾というよりはあくま
でも手芸であることを再認識したかのような簡素な内容のもの
が見られるようになった。時代の流れと共にその記事が見られ
なくなることからも、大衆の目はむしろ生活の中での実用性や、
工夫といった合理的な生活の質の向上に目が向くようになるこ
とがうかがえる。既往研究の女性雑誌における住宅記事の傾向
においてもそれが認められている。
　大正期初頭に起こる生活改善気運の高まりと照らし合わせる
と室内装飾記事の集まる大正後期～昭和初期にかけてを室内装
飾の興隆期と考える事が出来る。よって以下のように時代区分
を仮定した。
【啓蒙期】　明治後期～大正初期（前章から啓蒙的性格が続く）
【中断期】　大正初期～大正後期（生活改善思想が台頭する）
【興隆期】　大正後期～昭和初期（実践的記事が多く興隆する）
【縮小期】　昭和初期～  戦前期　（工夫や実用への言及が増加）
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第３章　百貨店と室内装飾

　百貨店の出自は主に呉服店と、昭和期に入ってからの電鉄会
社を母体とする 2者が存在する。本論では前者の呉服系百貨店
を主に扱い、その変遷と室内装飾への関わりについて言及した。
百貨店の形態は欧米諸国の Department Store を模倣し成立さ
れたものだが、日本の百貨店は海外のそれとは異なり、家庭を
意識した事業展開を行ってた。
家族で訪れる娯楽の場としての役割を果たしていた日本の百貨店
が、欧米の百貨店を模倣してつくられたものではなく、日本でその
ように意図してつくられていったものである（５）

欧米の百貨店でも事業として展開していた室内装飾と相俟って
日本特有の室内装飾事業が展開されることとなる。

第 1節　様々な百貨店
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工事工程　起工　昭和八年　六月十三日
竣　　工　昭和九年十二月十二日
設　　計　エンド建築工務所設計部
監　　督　同所工事部
　　　　　藤田哲夫
　　　　　小泉英祐
　　　　　村山三郎
附帯工事　電燈電熱配線工事　　　　　東電電氣商品株式會社
施工者　　電燈器具製作　　　　　　　　　　　　金丸製作所
　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明光社
　　　　　衛星暖房工事　　　　　　　　　　　　　原田商店
　　　　　家具装飾　　　　　　　　　　　　　　三越家具店
　　　　　ロールスクリーン　　　　　　　　　　　市川商會
　　　　　敷物　　　　　　　　　　　　　　　　　赤山商會
　　　　　陶工　　　　　　　　　　　　　　　　泰山製陶所
　　　　　大理石　　　　　　　　　　　　　　矢橋大理石店
　　　　　塗料　　　　　　　　　　　日本ペイント株式會社
　　　　　臺所設備　　　　　　　　淺野物産株式會社臺所部
　　　　　食器（陶器）　　　　　　　　　　　　  　大倉陶園　　　　
　　　　　同　（銀器）　　　　　　　　　　　關刃物株式會社
　　　　　庭園　　　　　　　　　　　　後藤健一造園事務所
　　　　　消火設備　　　　　　　　　中央理化工業株式会社
図４工事関係者
『渡辺甚吉邸竣工記念誌』（工学院大学「今和次郎コレクション」）より引用

　三越と高島屋は大手百貨店の中でも室内装飾事業に早くから
手を付けていた。髙島屋の室内装飾部の始まりとなるのが、明
治１１（１８７８）年の段通店（絨毯）の開業である。三越は
林幸平による明治４１（１９０８）年の在仏日本大使館での室
内装飾設計がその嚆矢である。これら２社はその生産体制を整
えながら昭和３（１９２８）年開催の仏蘭西装飾美術家協会展
覧会の影響を受けて、昭和７（１９３２）年頃から綜合的なコー
ディネートを意識した「室内装飾展」を開始することとなる。
これに伴った他の百貨店も室内装飾への参入により、百貨店界
において室内装飾が最も興隆した時期であることが指摘されて
いる（６）。

第２節　百貨店の家具装飾部

　前節において仏蘭西装飾美術家協会展覧会の影響を挙げた
が、この展覧会はフランスの室内装飾一式を輸入し組み立てら
れたものであるが、この施工を請け負ったのは三越であること
が分かっており、会の終了後には一式を三越が買い取り研究し
たという。その外にも、西洋の様式に博識な設計者、田中邦次
郎が三越家具部主任を務めていたことが分かっている（７）。こ
のことからも昭和初期三越家具部は高度の室内装飾設計施工技
術を有していたことが伺える。

第３節　昭和初期の三越の室内装飾

　百貨店の中でも一つ頭が抜ける三越に着目しその室内装飾へ
の関わり方を追ってきた。日比翁助による先見の明から室内装
飾事業に乗り出し、時には生活改善運動気運に同調し、昭和期
には最高峰の設計施工生産体制を有していたことが分かった。

小結

　住宅構成要素の内、合理的や実用的に関した要素は昭和初期
住宅の特徴であり、中でも甚吉邸において特筆すべき点は「ロー
ルスクリーン」と「台所」である。前者は凡ての窓に取り付け
られていることからも設計者、家主の生活の質向上へのこだわ
りがうかがえる。しかし高級品であり上流住宅だからこそでき
たものである。
ロールスクリーンを取り付けたお家を、見たことがございま
すが…略…あれは體裁がよろしうございますね。晝間は上へ
巻き上げておくこともできて便利ですが、一枚十五圓くらゐ
しますから、中産階級には向きませんでせう。（８）

後者、台所に関しては野村氏の論文（９）を参照されたい。

第４章　旧渡辺甚吉邸について
　前節までの室内装飾の変遷史上において昭和９（１９３４）
年に建てられた甚吉邸は、生産として百貨店が高い設計施工力
を持ち、かつ戦前期の国民精神総動員による奢侈規制思想に入
る前の最後期に位置するといえる。
　史料調査によりその施工業者には三越家具部が加わっている
ことが分かった。次に施工者一覧を紹介し、特筆すべき点を挙
げる。

▲図６ 甚吉邸に用いられるロールスクリーン

◀図７ 使用されたHIGGIN 社製ロールスクリーン
　（『建築土木資料集覧　昭和１０年版』「市川商會」p. ３２３より）

図８ 女性誌と三越を中心とした室内装飾史（筆者作成）

終章

大正期から昭和初期の住宅に関する意識の中には、室内装飾概念の縮小と、合理化や実用性の併存する状態だった。中流以下の
階級から徐々に贅沢の一環でもある室内装飾の概念が消え、戦前期には上流階級も室内装飾を避ける。一方、百貨店の室内装飾は、
昭和期に入ると今まで培った家具の国内生産力に加え、室内装飾展をはじめ全体性を伴ったトータルコーディネートに邁進する。
特筆すべき存在として三越が挙げられる。フランス美術展での施工一式請負や、家具部主任の博識さからも、主に上流階級を対
象として、三越家具部は当時の室内装飾の生産組織としてはトップを走っていた。甚吉邸は必然的だが、合理的実用的の象徴と
してロールスクリーン、最新設備の台所が導入される。最高峰の室内装飾を有する旧渡辺甚吉邸の内部構成は昭和初期における
極めて高いレベルの生産組織による集大成である。
以下にその要点をまとめる。
・戦争が近づくにつれ室内装飾が避けられる中、最後期の装飾を施した上流住宅である点。
・様式への理解と経験が豊富な三越家具部と今和次郎による設計施工である点。
・実用性合理性に配慮した当時最先端の設備（ロールスクリーン、台所）を有している点。

結論


